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研究成果の概要（和文）：本研究は「自然」「環境」「風景」といった基本概念を分析哲学の方法

を用いて精査した上で、これらの基本概念を自然美、風景、廃墟、人造自然、われわれの内な

る自然をテーマとするアブジェクト・アート、環境アート（エコ・アート）といった具体的な

美的現象や美的経験、また現代アートの記述・分析に適用することで、近代美学や現代の環境

美学がまだ十分に解明するにはいたらない上記の問題群を解明することをめざした。その成果

は、平成 23年 11月に出版された単著『プラスチックの木でなにが悪いのか――環境美学入門』

（勁草書房）のかたちで公開された。  

 

研究成果の概要（英文）：This project aimed to give a clear definition by means of analytical 

philosphy to the basic notions of nature, environment and landscape, and to apply those 

notions to such phenomena as the aesthetic appreciation of nature, landscape or ruins, 

abject art, environmental art. As a result, a book Plastic no Ki de Naniga Warui-noka 

(Kiyokazu Nishimura, What is Wrong with Plastic Trees?, Keiso-Shobo, 2011) was 

published.  
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１．研究開始当初の背景  

芸術を中心に構築されてきた近代以降の美 

学・芸術哲学においては、自然、風景、環境 

における美的現象や美的経験はともすれば 

無視されてきた。この問題は、70 年代以降、 

欧米の環境保護論、環境倫理の研究がすすむ 

なかで、環境美学として論じられつつあるも 

のの、日本の美学研究においてはまだ目だっ 

た研究はほとんどないのが実情である。また 

欧米における研究でも前提されている「自 

然」「風景」「環境」といったコンセプト自体 

が混乱しているために、十分な成果を上げて 

いるとはいいがたい。本研究はその新たなコ 

ンセプトを提示し、これらに関わる美的現象 
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や美的経験を記述・分析するために近代美学 

を脱構築することに挑戦するものである。 

 

２．研究の目的  

本研究は、すでに基盤研究（A）「生活場所（ビ 

オトープ）の美学――自然・環境・美的文化」 

（2007－2010）において私が提出しておいた 

「ネイチャー・ワールド」というコンセプト 

を導きの糸として風景、場所、廃墟といった 

概念を構築しつつ、他方で近代美学における 

「美的（感性的）なもの」の概念を、近代美 

学の死角であった「味覚」「嗅覚」「醜」をも 

視野にいれつつ脱構築することで、自然美、 

風景美、庭園、プラスチックによる人工風景 

の倫理性、場所の記憶と廃墟、野生を超出し 

た人間にとっての超越としての肉体の「内な 

る自然」のおぞましさと現代のアブジェク 

ト・アートの問題性、リヒターのような現代 

アートにおける人工（アルス）と自然の相関、 

多様な環境アートないしエコ・アートが依拠 

する自然観とその有効性といった、現代にお 

いてなお未開拓でもっとも先鋭な問題群の 

解明を目的としている。  

 

３．研究の方法  

本研究で私がとる主たる方法は、分析美学で 

ある。日本における美学・芸術学の領域に関 

してはなおヨーロッパ系の伝統がつよく、分 

析美学のたんなる紹介ではない独自の研究 

書はほとんどないのが実情である。本研究で 

最終的に公刊をめざしている著書は「自然の 

分析美学」をテーマとするものであり、日本 

における分析美学の体系的な研究成果とし 

ても挑戦的な企てである。  

 

４．研究成果  

本研究は、まず上記の基本概念を分析哲学の 

方法を用いて精査した上で、これらの基本概 

念を自然美、風景、廃墟、人造自然、われわ 

れの内なる自然をテーマとするアブジェク 

ト・アート、環境アート（エコ・アート）と 

いった具体的な美的現象や美的経験、また現 

代アートの記述・分析に適用することで、近 

代美学や現代の環境美学がまだ十分に解明 

するにはいたらない上記の問題群を解明す 

ることをめざした。これによってえられた具 

体的な研究成果の相当部分は、平成 23年 11 

月に出版された単著『プラスチックの木でな 

にが悪いのか――環境美学入門』（勁草書房） 

のかたちで公開され、前者の本についてはた 

とえば日本経済新聞紙上での書評（平成 24 

年 2月 11日）で極めて高く評価された。  
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